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平成１９年度文化庁国際芸術交流支援事業



広報のお願い

｢オーケストラ アジア｣は、かつて誰も着手できなかったアジアの伝統的な楽器群による夢の楽団です。日本、中国、
韓国の音楽家や制作者たちが長い歳月をかけて相互に交流を積み重ね、ひた向きな情熱を結集して1993年に誕生させ
ました。以来、アジアの伝統に根ざした新しいアジアの音楽を共同で創造し、アジアの音楽文化の発展に寄与すると
ともに、芸術の国際共同事業や文化交流事業を通した平和への貢献に資することを目的に活動を継続しています。

2007年の今年は9月に中国公演、11月に日本公演が計画され、文化庁の｢平成19年度国際芸術交流支援事業｣に採択
されるとともに、外務省の｢2007日中文化･スポーツ交流年｣認定事業として開催されることが決定し、準備を進めて
います。

長い間、｢政冷経熱｣といわれた時期が続きましたが、果たして｢政熱経熱｣にするだけでよいのでしょうか。日中の
二千年にわたる交流の中でもっとも深く、広く結び合ってきたのは文化の領域です。“文化は国の心”といいます。文
化の交流は、政治や経済を柔らかく包み込み、その時々の政治状況に左右されない心と心の交流を築いていく上で大
きな力になり得ると確信します。

｢オーケストラ アジア｣は、西洋のオーケストラと鮮やかに対照する日本、中国、韓国の伝統的楽器群で編成された
究極の民族交響楽団であり、その活動はアジアの文化的コラボレーションをリードする機軸となると自負しておりま
す。

今回のツアー演奏曲は、昨年４月に新しい芸術監督に就任した劉文金氏を中心に検討され、去る３月１０日北京に
於いて｢オーケストラアジア｣の会議が開かれ決定しました。モンゴルの馬頭琴、日本の琵琶、韓国の打楽器といった
それぞれの国の特徴ある楽器と管弦楽による協奏曲を準備し、“国々の伝統を生かしたアジア独特の音楽”の創出をめ
ざします。

２００７年の今年は日中国交正常化３５周年および中韓国交樹立１５周年、翌２００８年は日中平和友好条約締結
３０周年と北京オリンピック、２０１０年には上海万博開催と、大きな節目の年やビックイベントが続きます。

“北東アジアの友好親善を謳う”渾然一体の熱い響きにご期待頂くとともに、｢オーケストラ アジア｣の２００７年の活
動に、ご支援ご協力を賜りますよう衷心からお願い申し上げます。

財団法人日本青少年文化センター
理事長 衛藤征士郎

｢オーケストラ アジア｣日本委員会
会 長 小島美子



公 演 概 要

①
②③

④⑤

①北京、②③南通市④東京墨田区⑤静岡県焼津市

お問い合わせ先
東京都千代田区猿楽町２－１－８
TEL:03-3295-6147
FAX:03-3295-6146
E-mail:ora@seibun.or.jp
財団法人日本青少年文化センター
オーケストラアジア日本委員会 担当/田村・松本

公演名：平成19年度文化庁国際芸術交流支援事業/２００７日中文化･スポーツ交流年
オーケストラ アジア コンサート

◇中国公演（中日国交樹立３５周年記念/２００７｢中日文化･体育交流年｣）
滞在時期＝２００７年９月１４日～９月２２日
公演場所＝９月１８日北京音楽庁(北京市)、２０日・２１日更俗劇院(南通市)

◇日本公演（日中国交正常化３５周年記念/２００７｢日中文化･スポーツ交流年｣）
滞在時期：２００７年１１月５日～１１月１１日
東京公演：１１月８日（木）１９：００開演 すみだトリフォニーホール(東京都墨田区）
チケット： ７月２０日（金）発売開始 （全席指定・税込み）
料 金：Ｓ席￥5,000- Ａ席￥4,000- Ｂ席￥3,000- 小中高生(Ａ･Ｂ席のみ)￥1,000-

※小中高校生席は「オーケストラ アジア」日本委員会とトリフォニーホールチケットセンターでのみの取り扱い。
未就学児の入場・同伴はお断りいたします。

販 売：電子チケットぴあ・・・・・・・・・・・・・0570-02-9999 または
0570-02-9990 (Pコード261-166)

イープラス・・・・・・・・・・・・・・・・http://eplus.jp（ＰＣ、携帯共通）
「オーケストラ アジア」日本委員会 ・・・・03-3295-6147
トリフォニーホールチケットセンター・・・・03-5608-1212   

静岡公演：１１月９日（金）焼津市文化センター(静岡県焼津市)
チケット：７月２８日(土)発売開始
料 金：Ｓ席￥4,000- Ａ席￥3,000- 小中高生席(Ａ席のみ)￥1,000-

※Ａ席、小中高校生席は焼津文化センターのみの取り扱い。
未就学児の入場・同伴はお断りいたします。

販 売：焼津文化センター・・・・・・・・・・・・・054-627-3111
ローソンチケット・・・・・・・・・・・・・0570-084-004 (Lコード42026）
すみや本店（静岡・呉服町）・・・・・・・・054-251-1233
すみやグッディ(株)
楽器ショップ藤枝瀬戸新屋店２Ｆ・・・・・・054-643-9511
アンビ・ア本社（焼津駅南口）・・・・・・・054-620-7725

主 催 ｢オーケストラ アジア｣日本委員会、財団法人日本青少年文化センター、
焼津市、財団法人焼津市振興公社

協 賛 東レ株式会社、 三井物産株式会社
協 力 すみだトリフォニーホール
後 援 駐日中国大使館文化部、駐日韓国大使館 韓国文化院 、読売新聞東京本社
U   R   L http://www.orchestraasia.net



オーケストラアジアについて
１９９３年９月、以前から相互に交流を積み重ねてきた日
本・中国・韓国の音楽家やプロデューサーが韓国ソウルに集ま
り、西洋のオーケストラと鮮やかに対照する３か国の伝統楽器
群による史上初の管絃楽団「オーケストラ アジア」が誕生。
翌９４年、韓国ソウル「芸術の殿堂コンサートホール」での旗
揚げ公演を皮切りに、東アジア各都市で毎年自主公演を開催。
日本国内では札幌、仙台、東京、富山、岐阜、大阪、神戸、岡
山、徳島、福岡でのコンサートをはじめ、日本政府主催の「戦
後５０年を記念する集い」(国立劇場)、文化庁芸術祭主催公演
「アジア・アート・フェスティバル」(国立劇場)、「長野オリ
ンピック記念公演」(長野県民文化会館)、ＮＨＫ・ＴＶ「キッ
クオフ２００２・アジア新時代」、愛・地球博「日中韓オーケ
ストラ アジア コンサート」の特別演奏など、国や民族の境界
を超えて活発な活動を展開している。
現在、｢オーケストラ アジア｣は、中国歌劇舞劇院民族楽団、
韓国中央国楽管絃楽団、オーケストラ アジア ジャパン(日本
亜洲楽団)の演奏者が母体となり組織されています。

◇◇◇各国指揮者プロフィール◇◇◇

劉文金 LIU Wen Jin (芸術監督･作曲･指揮)・中国
中央音楽学院卒。中央民族楽団団長･芸術監督を経て、中国歌劇舞劇院院長。現在、中国民族管弦楽
学会副会長、中国音楽家協会創作委員会副主任。主な作品に、現代の二胡曲の新しい指標を示した
第3回全国音楽コンクール第１位受賞曲の二胡協奏曲｢長城随想｣ほか、オーケストラ アジアのための
｢茉莉花｣、｢戯彩｣など多数。中国民族音楽界の第一人者。

朴範薫 PARK Beum Hoon (作曲･指揮)・韓国
韓国中央大学校音楽大学及び日本の武蔵野音楽大学、同大学院卒。中央国楽管絃楽団常任指揮者を
経て、国立国楽管絃楽団の初代団長･音楽監督に就任。オーケストラ アジア常任指揮者および芸術監
督(第2代)に就任。1988年ソウルオリンピック及び2002年FIFAワールドカップの開幕式音楽監督。
オーケストラ アジアのための作品として、｢舟歌｣、｢管絃楽と唱のための“恨”｣、｢齋天｣など。

稲田 康 INADA Yasushi (指揮)・日本
京都市立芸術大学卒。ウィーン国立アカデミーに留学。帰国後、オーケストラの他、オペレッタ、
現代邦楽などの指揮や、市川猿之助スーパー歌舞伎の音楽など様々なジャンルで活躍。1995年に東
京フィルハーモニーを指揮したNHK制作の番組が、プラハ国際テレビ祭･チェコクリスタル現代音楽
優秀賞を受賞。 劉文金 朴範薫 稲田康



今回のコンサートは・・・・

昨年４月に新しい芸術監督に就任した中国民族音楽界の第一人者・劉文金氏を中心に検討され、国々の“唱
（声）と絃楽器“をテーマにプログラムを企画構成いたしました。
モンゴルの馬頭琴と伝統的声楽・ホーミー、韓国の伽耶琴と唱、日本の琵琶の弾き語りといったそれぞれの
国の特徴のある絃楽器と声との協奏曲を準備しています。

プログラム予定曲
「茉莉花(ジャスミン)」劉文金作曲 、「琵琶協奏曲“祗園精舎”」秋岸寛久作曲
「馬頭琴と管絃楽のための“源”」唐建平作曲、「伽耶琴協奏曲」朴範薫作曲

スタッフ・キャスト
芸術監督＝劉文金
指揮者＝稲田康、朴範薫、劉文金
演奏＝オーケストラ アジア（62名）

日本18名・中国22名・韓国２２名
ソリスト＝那日蘇(馬頭琴)、石田さえ(琵琶)、金日輪（伽耶琴）

◇◇◇スペシャルゲスト（予定）プロフィール◇◇◇ ※変更する場合があります
那日蘇 Na Ri-Su：馬頭琴
1982年生まれ。現在、内蒙古民族歌舞劇院蒙古民族楽団副主席。
2001年、第二回全国少数民族文芸コンクールで金賞を皮切りに、自ら結成した“安達（アンダァ）アンサンブル”（モンゴ
ルの伝統音楽器のアンサンブル）で、’06年、CCTV（中国中央電視台）の第十二回全国青年歌手テレビコンクール蒙古地
区最優秀賞、“原生態”歌唱法銅賞を受賞。同年、第三回全国少数民族文芸コンクールでは“安達情”で金賞を受賞するとと
もに優秀新人賞を受賞するなど数々の賞を獲得。専門家はもとより、アジアやアメリカでも高い評価を受けてるホーミー
と馬頭琴を高い次元で自在に操るモンゴル演奏者期待のホープ。日本では｢オーケストラ アジア ジャパン｣と０７年紀尾井
ホールで共演し、大絶賛をうけている。

※安達：黒龍江省西部の市の名前
原生態：原始状態で、少数民族の自然な歌い方

金日輪 Kim Iru-Yun：伽耶琴
ソウル大学校音楽大学および梨花女子大学院卒。国立国楽院およびソウル市立国楽管絃楽団の伽耶琴演奏家として活躍。
第１回東亜國楽コンクールで金賞受賞。現在、伽耶琴ソリストとして国内外で活発に演奏活動を行うほか、国立国楽管絃
楽団、中央大学校、牧園大学校、ソウル大学校、梨花女子大学校などで諮問委員や講師を務めている。

石田さえ Sae Ishida: 琵琶
薩摩琵琶を半田淳子に師事。1987年、NHK邦楽技能者育成会第32期卒業。その後、日本音楽集団や、作曲家の神津善行氏
率いる「六華仙」、「オーケストラ アジア」のメンバーとして国内、海外での公演活動に参加。1996年には東京国立劇場
にて天皇皇后両陛下のご臨席のもとで演奏する。2000年、雅楽器と邦楽器奏者による「遊仙花」を結成。2004年「オーケ
ストラ アジア」ソウル公演では、「祇園精舎」（秋岸寛久 作曲）でソリストとして演奏。中村メイコ、三波春夫、石川さ
ゆり、小椋佳との共演や、自作曲によるコンサート、朗読、演劇の音楽など幅広いジャンルで意欲的に活動している。

那日蘇

石田さえ

金日輪


